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類
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６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
ぞ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

周
防
国
府
跡
は
、
山
口
県
防
府
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
東
寄
り
の
洪
積
台
地
上
に

位
置
し
て
い
る
。　
一
九
三
七
年

（昭
１２
）、
当
時

「方
八
町
」
の
遺
跡
と
し
て
四

隅
と
政
庁
相
当
の

「
二
町
域
」
、

東
南
部
の
「船
所
。浜
官
」
等
が

国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
た
。
今

回
の
木
簡
の
出
土
地
は
、
遺
跡

の
中
央
部
南
端
に
位
置
し
、
指

定
地

「船
所

。
浜
宮
」
の
西
南

約
八
〇
ｍ
の
地
点
で
あ
る
。
宝

暦
年
間

（
一
七
五
一
―

一
七
杢
二

年
）
の
小
字
名
の
復
元
案
で
は

「三
軒
屋
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
調
査
地
の
北
側
が

「船
所
」
に
あ
た
り
、

現
指
定
地
に
西
接
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
、
防
府
駅
周
辺
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て

実
施
し
、
周
防
国
府
第
六
二
次
調
査
に
あ
た
る
。
今
回
の
調
査
に
先
立
つ
試
掘

調
査
と
し
て
実
施
し
た

一
九
八
七
年
の
第
五
〇
次
調
査
で
は

一
〇
世
紀
の
井
戸

Ｓ
Ｅ
三
六
五
〇
か
ら
、
牛
の
頭
蓋
骨
、
杓
子
、
刀
子
、
杵
型
木
製
品
の
ほ
か
、

斎
串
五
点
が
出
上
し
て
お
り
、
付
近

一
帯
は
か
な
り
頻
繁
に
祭
祀
が
行
わ
れ
る

場
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｅ
三
六
五
〇
は
今
回
の
調
査
区
の
中
央
部
北
寄

り
に
位
置
す
る
。

調
査
区
内
の
遺
構
面
は
、
四
面
が
確
認
で
き
た
。
南
及
び
東
南
部
で
は
砂
層

が
厚
く
堆
積
し
、
黄
褐
色
砂
礫
層
（地
山
）
上
面
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
の
砂
層

は
近
世
以
降
の
堆
積
で
、
海
浜
的
様
相
を
示
し
て
お
り
、
現
地
形
で
も
調
査
区

外
の
南
側
で
は
著
し
い
段
が
付
い
て
い
る
。
調
査
区
中
央
部
付
近
で
、
東
北
―

南
西
方
向
に
段
差
が
付
き
、
こ
の
方
向
に
沿

っ
て
、
二
〇
〇
基
近
い
土
坑
群
が

密
集
す
る
。
し
た
が
っ
て
調
査
区
内
北
西
部
が

一
段
高
く
、
比
高
差
○

・
七
ｍ

を
測
る
。
こ
の
段
差
の
北
東
部
で
は
、
下
層
に
奈
良
時
代
ｉ
中
世
の
砂
層
も
堆

積
し
て
お
り
、
遺
物
の
中
心
は
平
安
時
代
後
半
期
の
も
の
で
あ
る
。
周
辺
の
堆

積
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら

一
連
の
砂
層
は
い
ず
れ
も
海
浜
の
一
角
に
あ
た
る
様
相

を
示
し
て
い
る
。
北
西
部
で
は
八
世
紀
後
半
の
遺
構
面
で
標
高
二

。
一
ｍ
、
平

安
時
代
後
半
期
の
遺
構
面
で
標
高
二

・
五
ｍ
を
測
る
。
海
水
面
は
こ
の
標
高
以

上
に
上
昇
し
た
気
配
は
な
い
。
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遺
構
は
八
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
区
内
に
は
建
物
は
な
い
。
指

定
地

「船
所

。
浜
官
」
の
西
方
に
拡
が
る
建
物
群
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
遺
物
は
大
半
が
未
整
理
で
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
傾
斜
地
に
著

し
く
重
復
す
る
土
坑
群
か
ら
、
石
帯
や
木
製
品
な
ど
も
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
東
南
部
の
地
山
直
上
に
密
着
し
て
出
上
し
た
。
海
浜
の
一

画
で
、
上
層
五
銀
程
度
を
中
世
の
砂
礫
層
が
覆
い
、
さ
ら
に
上
層
は
、
近
世
の

砂
層
と
な
る
。
木
簡
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
遺
物
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
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呪
符
木
簡
で
あ
り
常
套
語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
年
紀
は
な
く
、
詳
細
な

年
代
は
わ
か
ら
な
い
。
周
辺

一
帯
の
遺
構
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

三
六
五
〇
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
指
定
地
内
な
ら
び
に
西
方

。
北
方
で
は

一

〇
世
紀
以
前
の
祭
祀
遺
構
が
か
な
り
濃
密
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、　
一
一
世
紀
に

降
る
遺
構
が
な
い
こ
と
か
ら
、
下
限
は

一
〇
世
紀
代
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
木
衝
の
解
読
は
、
山
口
大
学
八
木
充
氏
に
よ
る
。
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